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問題解決力養成を目的に、医療・福祉・栄養・情報コミュニケーション

6分野の学生2グループが、Zoomによるテレビ会議とLineで意見交換

し、コロナ禍時代の持続可能な医療・健康生活を考える授業を5回

行った。その成果と問題点についてお話する。

ICT活用による分野横断型実験授業の取組み
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分野横断型の問題発見・課題解決とは？

各分野の問題発見・課題解決とどのよう
に異なるのか？
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医療系グループ

医療系 + 情報コミュニケーション

？

各分野の出番がある医療、
健康増進に関するシナリオ

コロナ禍時代の持続可能な
医療・健康生活を考える

テーマ 課題解決

分野横断型実験授業

地域包括ケアの提案

テーマ 課題解決
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参加学生とネット授業

グループ１ グループ２
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オリエンテーション１回目

目標書き出しシートの記入。アイスブレイキング

２回目

３回目

コロナ禍の実体験を中心に、国内外で興味がある主なコロナ禍の社会現象を調べ、共有する。

４回目

５回目

２グループが合流して解決策の構想を発表し、討議を行う。
教員からの意見を反映して、グループプロダクトを完成する。
各自、学修レポート「コロナ禍時代の持続可能な医療・健康生活について」を提出する。
ポートフォリオを記入する。

テーマ認識

問題発見、整理

問題点の優先順位の決定 課題設定

解決策の検討

解決策の説明

9/16 (木)

9/30 (木)

10/7 (木)

10/21(木)

11/4 (木)

コロナ禍と共存していく上での本質的な問題は何か議論する。
課題を決定する。

課題に対する対応策、解決策を検討する（グループプロダクト作成）

授業の進行とプロダクト、提出物
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掲示板

ICT学修支援システム

学生用ガイド

Webベース分野連携PBLのプラットフォーム

• 学修の進め方
• プロダクト作成
• 提出物と提出期限

同期/非同期
ネット授業
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ICT学修支援システムについて

URLからICT学修⽀援システムにアクセスできます。（QRコードをクリックしてアクセスすることもできます）

ドキュメントトップ
画面

クリックすると、該当する日の授業内容、ネット会議
（zoomのアドレス）、教材などを閲覧できる。

学生用ガイド
(PDF)

スライド
LINEオープンチャット

の活用
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• コロナ禍における障がい者雇用
• 新型インフルエンザ等対策特別措置法と緊急事態宣言について
• 看取りができない家族
• 食と健康の問題
• SNSでのデマ横行について
• コロナ感染者数の報道について
• コロナワクチンに対する報道の仕方
• コロナ禍における同調圧力
• 生活リズムの乱れがメンタルヘルスへ及ぼす影響

２回目 問題発見、整理

実体験を通じて興味がある社会問題（個人）

学生プロダクトの一部
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コロナ禍で医療・健康生活を続ける上で
重要な「問題」

学修課題

メディア×心理
「コロナ禍におけるメディアが及ぼす影響」

・国民がどんなワードチョイスに
引っかかるのか？
・注視すべきワードは何か？
（医療者として⇒ex.指手消毒など
の感染対策）

食
「コロナ禍における食生活の現状と問題点」

・コロナ禍による生活様式の変化
・自宅療養者の食事状況について
・ex.フレイル、生活習慣病

雇用・補償
「コロナ禍における雇用・補償の現状」

・失業者関連
・補償について

ワクチンの問題
（ワクチンパス、行政のデジタル
化、デマ）

・情報リテラシーの差について
・デマの根源
・行政、機関のデジタル化の遅延

コロナ禍での心身の健康管理
・フレイル
・孤食がメンタルに及ぼす影響
・受診控えの現状、影響

コロナ禍で医療・健康生活を続ける上で重要な「問題」（グループ）

メディア、心理、情報リテラシー、食、雇用など幅広い問題を抽出

２回目 問題発見、整理

学生プロダクトの一部
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課題設定３回目 問題点の優先順位の決定

学生プロダクトの一部
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4回目 解決策の検討

学生プロダクトの一部
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学生アンケート結果

今回のPBLによって、
学修意欲が高まった。

他のグループメンバー
とのディスカッション
で問題への興味がさら
に深まった。

他学部（科）学生と
ディスカッションを
したことは、自分に
とってよい刺激だっ
た。

今回のPBLを通じて、
コミュニケーションの
重要性が理解できた。

他学部（科）学生は、
今の自分にない専門的
な知識を所有していた。

他学部（科）学生と
協力してグループプ
ロダクトを作成する
ことができた。

今回のPBLが終了して
充実した気持ちである。

とてもそう思う

ややそう思う

あまりそう思わない

まったくそう思わない
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•「専門性」 と 「専門性」の関連性を考えること

•個々の専門職が、他の専門職と向き合うとき、どう

やって向き合えば良いか、その意味を考えること

Leathard A 1994,2003

学際性教育(Interprofessional education)
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Leathard A 1994,2003

学際性教育(Interprofessional education)の目標

1. 「誰のためのチーム」なのか合意がとれている

2. 他の専門性を理解することで自分の専門性を客観視できる

3. チーム全体の目標と動きの中で自分の役割と専門性を位置
づけることができる

4. 他の専門職に対してリスペクト（尊敬）の視点を持つことがで
きる
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一般性 と 専門性

学際性教育(Interprofessional education)

一般性：コロナ禍時代の持続可能な医療・健康生活を考え、解決するにあたり、
チーム全員が知っておくべきこと

専門性：特定の領域における高度な知識と実践性、および根拠を有する

他の専門と共有する
部分を構築する

一般性
Generalist

 関連する全体像の理解

 他の専門性の尊重と協働

 共通の倫理を身につける

専門性
Specialist

コロナ禍時代の持続可能な
医療・健康生活を考える

医療・福祉・栄養・情報コミュニケーション
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• この経験は新鮮でした。自分の専門外のこともたくさん知れて知識の幅が広がった。

• コロナという共通のお題に対して、こんなに視点が違うとは思わなかった。そして、それぞ
れの視点を生かしてグループオリジナルの解決策を検討するのはとても有意義だった。

• 自分の知らない世界は広いことを実感した。

• 様々な視点からの意見・考えを取り入れた解決策は、ニーズに合った包括的な支援や全
人的医療にもつながると考えました。

達成できたこと学生アンケート結果
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• お互いの専門性に対する理解が
不十分だった。

• 学生のみがディスカッションをする
場がなかった。

コロナ禍における問題をさらに掘り下げたり、強みを
活かした解決策を検討できる。

上記を円滑に進めるファシリテーション

改善すべき点と対応策

お互いの専門性を把握する。
（自分の専門分野を説明する）

ディスカッションする場の提供
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ファシリテーターと
学生のディスカッション

ディスカッション
の方向付け

リソース講義
（オンデマンド/リアルタイム）

２回目 自己主導型学修 ３回目

学生同士の
ディスカッション
（同期/非同期）

熟 慮

ファシリテーターと
学生のディスカッション

ディスカッション
の深化

今回の経験を生かした授業の進め方
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授業の再定義 （Redefinition ）

ICTを活用した授業変革 SAMRモデル （Puentendura,2013）

これまで想定されなかった能力、資質を引き出す授業

授業の改良 （Modification ）
対面授業では習得できなかったことが学べる

授業内容の拡大 （Augmentation）
従来ツールの代用と、新たな機能が追加

対面授業の置換 （Substitution）
機能的な変更はなく、従来ツールの代替

変

革

強

化
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